
【高等学校用】

令和２年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

◎基礎学力の定着と夢の実現
　(志を高める教育)

◎生徒に確かな基礎学力を身につけさせ進路実現１００％
を達成する。

・学力向上のために行っている「数学会」（学び直しの時間）や各種
小テストを定期的に実施し、生徒の基礎学力定着を図る。
・１年次より生徒が自らの将来について考え、進路希望を実現するた
めに、個々に応じた適切な進路情報の提供や学習指導を適切に行
い、生徒自らが主体的に進路を決定できるようにする。

A

・学力向上では、各種小テスト(国語･数学･英語)や1年生の数学会を通して、生徒の基礎学
力の向上に努めた。１年生はキャリアパスポートで自らの進路を考える時間を確保し、求人
票を見る生徒が増え、将来の仕事について考えることができた。３年生は応募前職場見学の
制限や、就職試験が遅くなったが、進路や学年、科と協力し就職率１００％を達成することが
できた。
・進路に関するクラス指導は、1年生３回、２年生５回、３年生４回実施し進路意識の高揚を図
ることができた。 B

・基礎学力向上に努力されているのを感じる。
・資格試験では更なる合格者増を目指してほしい。
・タブレットによるオンライン授業がうまくできたのかが不明。動作確認だけをされて
いたのか、うまく活用できていないと感じる。
・生徒自身が将来像を描けるような進路指導が計画的に実施されている。
・進路実現100％達成のために、生徒一人一人と向き合った指導がなされていた。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○規範意識、公共モラル･マナー、自他の生命尊重など、人
格形成の一助となることを目指す。
○「地域に愛される学校」を目指し、地域ボランティアへの積
極的な参加（年間合計100名以上）を目指す。
○ものづくりによる人づくり。ものづくりによる「地域連携・貢
献」によって、豊かな心を身に付ける。

・規範意識や道徳心の向上のため、本校独自の取り組みである
「ヒューマントレーニング」を年間１３回行い、公共やSNSの問題等に
真摯に向き合い考え行動できるようにする。
・ものづくりによる「地域連携・貢献」活動への積極的参加を促し、自
他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心などを醸成させる。 A

・コロナ禍の影響でヒューマントレーニング実施計画の変更を余儀なくされたが、身
近な事項を通して考えさせることで心の教育を実施し、思考力や判断力、モラルや
マナー向上に繋げることができた。これについては、学校評議員の方々からも評価
を頂いている。
・また、ボランティア活動を実施し、地域に必要とされる学校になっている。
・コロナ禍のため例年行っていた地域での「ものづくり」イベントは実施できなかった
が、ショッピングセンタ－での学校紹介展示やゴミステーションやベンチなど地域へ
の寄贈ができてよかった。
　

A

・ヒューマントレーニングは素晴らしい取り組みである。発展的な継続を期待する。
ヒューマントレーニングの成果なのか、社会性が育まれているように感じる。登下校
時のマナーもしっかり身に付いてるようで、挨拶も素晴らしい。若者らしい爽やかさ
を感じる。
・ゴミステーション寄贈のニュースを見た。素晴らしいことだと感心じた。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ問題の早期発見のためのアンケートを年間５回実
施する。
○いじめ問題が発生しないための環境づくりと啓発に取り組
む。

・ 複数担任によるホームルームやアンケートの実施、各学年団によ
る昼休みの校内巡視などを積極的に行い、生徒とのコミュニケーショ
ンを密にし、いじめ・暴力行為の防止と早期発見及び迅速な対応を
行い、すべての生徒が安心して学校生活が送れるようにする。
・「ヒューマントレーニング」を年間１３回行い自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりの心などを醸成させる。 A

・正副担任3名によるホームルーム活動、昼休みの教室棟巡視など、全職員でいじ
め等の早期発見に努めた。また、学校生活アンケートを年に５回実施し、アンケート
後は正副担任による面談など、生徒と教師の連絡を密にすることで、相談しやすい
環境づくりを行い、生徒一人一人に寄り添う指導に努めた。

A

・未然防止の取り組みがしっかりされている。
・基本的人権意識の高揚が必要だと思う。
・ハードルは高いが、多様性を認めるSDGｓの視点からのアプローチもあってよいか
と思う。
・アンケート調査や会議など、きちんとできている。
・日々の生活から生徒の様子の変化を早期にとらえられているように感じる。
・SNS問題など、トラブルを回避するための指導を引き続き行ってほしい。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成
〇自らの健康に気を付け、問題を改善しようとする態度や
実践力の育成

●「健康に食事は大切である」と考える生徒90％以上。
○朝食をとって登校する生徒80％以上。
○健康診断後の受診率の向上を図る。（受診率30％以上を
目指す）
〇インフルエンザ等の感染症による学級閉鎖「０」。

・生活習慣アンケート及び食に関する意識調査、健康状況調査を実
施し、健康に関する意識付けを行う。
・保健だよりを活用し、健康に関する情報に触れる機会を設け、心身
の健康を保持増進するための態度を養う。
・担任・部活動の顧問と連携し、異常があれば改善・回復するための
行動が取れるようにする。 B

・12月に実施した「生活習慣及びネット利用に関するアンケート」では、「1日3食バラ
ンスよい食事を心がけている」が約93％、「毎日弁当を持ってきている」が約91％、
「朝の喫食率」は86％であった。
・健康診断後の受診率は、2月末現在3学年合わせて、視力33.3％、歯科疾患
10.0％と低い水準であった。
・インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染者は０名であった。
・年間を通して保健だより「げんき」を定期的に発行し、心身の健康など様々な健康
課題について発信することができた。

A

・家庭との連携が必要と思われる。
・例年、インフルエンザ感染者が出る中、新型コロナウイルス感染者が出ていないこ
とが評価できる。
・保健だよりの定期的な発行や、感染予防にもしっかりと取り組まれていた。
・先生方のおかげで、日々の健康管理がしっかりできているように思われる。

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ○会議や事務の効率化を図り、教職員が生徒に丁寧に指
導できる時間を確保する。
○効果的な業務の遂行を工夫し、時間外在校時間を昨年度
実績の20％削減を目指す。

・会議時間の設定や資料の事前配布を行う。また必要性に応じて、
各部門間の事前調整を行う。
・情報の共有化や、担当者の業務の進捗状況を共有し職員間のフォ
ロー体制を強化する。

B

・時間外在校時間を昨年度実績の２４．４％削減となり、今年度の目標以上の達成
となったが、新型コロナウイルス感染防止対策による、新たな取り組みが数多くあ
り会議や事務の効率化を図ることが難しかった。
・新型コロナウイルス感染防止対策等により一部の職員に業務負担が増える傾向
にあり、職員一人あたりの業務の平準化を図ることが難しかった。 B

・様々な目標の達成には、必要なことだと思われる。
・ワークシェアリングがうまく行われているのかが見えてこない。時間外勤務が特定
の先生に偏っているのではないかと感じる。
・新型コロナウイルス感染症予防のため、暗中模索の取り組みなどがあり、業務は
うまくまわらなかったのではないかと心配している。
・新型コロナウイルス感染症の予防対策を徹底的にしてくれた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

○特別活動 ○部活動による人づくり ○部活動入部率８０％を目指す。 ・入学式や集会などで部活動の教育的効果、人格形成に対する効果等を説明し
入部を督励する。1年生だけでなく、2年生の未入部生徒にも積極的に入部を督
励する。 A

・2月現在、1年生９２％、2年生８９％。1年生は、9月から他の部活に再入部した生
徒がおり、高い入部率を維持することができた。

A

・部活動による教育効果が随所に見られる。気持ちの良い挨拶が大変印象的であ
る。
・入部率の高さが目標値の充分すぎる達成を表している。
・取り組みの結果が試合等の結果として表れている。
次年度も引き続き、80％以上を目指したい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍により予測不能な学習環境の中、三蜜をさけるためICT機器を積極的に活用しオンラインによる集会や講演会・授業を積極的に行った。次年度は、さらに効率的により良い教育効果を得られるように実践に励みたい。
・「数学会」等による基礎学力の定着の取り組みは一定の効果を得られている。引き続き、生徒の学習意欲や授業に対する興味・関心を高める授業に取り組みたい。
・地域貢献・連携は、コロナ禍においても創意工夫して取り組めた。今後は一層貢献・連携し地域から信頼される学校に変革し続けたい。
・生徒指導は、各科と各学年の連携を密にしながら全職員で情熱を持って指導に当たることにより、生活全般における規範意識の醸成に取り組んだ。学校独自の取り組みである、ヒューマントレーニングの教育的効果は道徳心の育成やマナーの醸成に繋がっており、さらなる向上を目指し実践し続けたい。
・本校において部活動の教育的効果は大きなものがある。生徒の人間力醸成のため引き続き、高い目標をもって取り組んでいきたい。

●心の教育

重点取組

具体的取組

最終評価

２　学校教育目標

　２１世紀を担う心身ともに健康でたくましく、知徳体の調和のとれた、視野の広い、工業や社会の発展に貢献できる人材を育成する。

（学校経営ビジョン）

　「ものづくりによる人づくり」「部活動による人づくり」を柱として生徒が入学して良かった、保護者が入学させて良かったと思う学校づくり

３　本年度の重点目標

① いじめ・暴力行為の防止と早期発見・迅速な対応　　　　　　④ 規範意識の高揚と基本的生活習慣の定着　　　　　⑦ 資格取得やコンテストへの積極的な挑戦

② ものづくりによる「地域連携・貢献」の充実　　　　　　　　⑤ 全生徒の進路実現のための進路指導の充実

③ 部活動の入部率・定着率の向上と活動の活性化　　　　　　　⑥ 清掃活動の充実と校内美化の向上

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津工業高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

授業でのICT機器の積極的な活用や、「数学会」等による基礎学力の定着の取り組みにより、生徒の学習意欲や授業に対する興味・関心を高めることができた。また、地域貢献・連携により、地域から信頼される学校に変革している。生徒指導については、各科と各学年の連携を密にしな

がら全職員で情熱を持って指導に当たることにより、生活全般における規範意識の醸成に取り組んでいる。特に、学校独自の取り組みとして、ヒューマントレーニングを実施し、道徳心の育成やマナーの向上に取り組んでいる。


